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　CDには、プラクティス、エチュード、レパー
トリーの模範演奏が収録されています。自分の
演奏が正しいかどうかの確認、また、演奏テン
ポの目安などにご活用ください。
　オーケストラ伴奏が付いているものもありま
す。ピアノ部分のボリュームは若干抑えてあり
ますので、カラオケのように伴奏付きでの演奏
をお楽しみいただけます。

●付属CDの使い方

プラクティス（Practice）2

エチュード（Etude）3

　この本の3ステップのページ内容をご紹介します。

　ピアノに限らず、楽器演奏の上達には、繰り返
し練習することがとても大切です。それも、たま
に長時間練習するよりは、少しの時間でも良いの
で毎日継続させる方がより上達が早くなります。
大人になると、一度覚えたことでもすぐに忘れて
しまい、なかなか身に付かないと感じることもあ
るかと思います。一日のうちで5分でも10分で

も良いので、ピアノに触れる習慣を持ちましょう。
　また、エチュードやレパートリーは、一度マス
ターした後でも時々思い返して復習しましょう。
そのほうがよりテクニックが定着しますし、いざ
という時にも人前で弾くことができます。譜読み
（初見演奏）の力も知らず知らずのうちにどんど
ん身に付いていきますよ。

効果的な練習方法

レッスンの3ステップの流れ

レッスン（LESSON）1
♦右手は指番号を守って、レガートに弾けるようにしましょう。
♢左手の重音がばらけないように。また、左手を離す時に右手がつられて
離れてしまわないように注意しましょう。

2

04
CD 0：00〜

04
CD 0：13〜

2-1Practice

2-2Practice

　右手のメロディーは2小節ずつなめらかにつなげるように弾きます。3小節目を弾く直前でひと呼吸
入れてから弾くといいでしょう。左手だけで何度も弾いて、手のポジションを覚えてください。両手で
弾く時には、左手をあまり見なくても弾けるようにしましょう。

　タイとスラーを区別しましょう。2小節目3拍目からは「タイ」が付けられています。このソは全部で
3拍分のばします。左手は二分音符（2拍）と全音符（4拍）を間違えないように。左手が弾き直しても、
右手はつられないように注意してください。

24

4
LESSON

5
LESSON

6
LESSON

7
LESSON

8
LESSON

9
LESSON

10
LESSON

11
LESSON

12
LESSON

13
LESSON

14
LESSON

15
LESSON

16
LESSON

17
LESSON

18
LESSON

□ ト音記号、ヘ音記号のそれぞれ5つの音を読めるようになりましたか

□ 音符と指が直結して動かせるようになりましたか

□ 音符と休符の長さをしっかり意識してのばしたり離したりできるようになりましたか

Chec
k

Point

3
LESSON

1
LESSON

2
LESSON　右手はソの音を薬指（4）から弾き始めます。3小節目のソを小指（5）に指換えすると、その後のメロ

ディーがスムースに弾けますよ。左手は始めのドの音がタイでつながっていて、全部で6拍のばします。
右手とのタイミングを正しく合わせましょう。

　右手は2小節目終わりのラの音から、下のレの音へとポジションが移動します。左手につられないよ
うに、レガートで演奏してください。左手は重音を含む伴奏です。なるべく音がつながるように弾きま
しょう。

04
CD 0：26〜

04
CD 0：38〜

2-3Practice

2-4Practice
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05
CD

06
CD

オーケストラ伴奏付き

　19世紀前半にアメリカの作曲家ベイリーが、昔のイングランド民謡をもとに作ったフォーク・ソングと言われています。日本では「久
しき昔」「思い出」などの題名がつけられていることもあります。重音の伴奏がばらけないように注意しながら、素朴なこのメロディー
を楽しみましょう。

ロング・ロング・アゴー
Long Long Ago

Music by Thomas Haynes Bayly
2

26

自分の弾き方が正しいかどう
かは、CDの模範演奏を聞いて
確認できます。CDマーク内の
Time は、その Practice が始ま
るだいたいの時間を表します。

「Check Point」では、ここでの目標を達成
できたかどうかを確かめましょう。

「オーケストラ伴奏付き」のCDトラックはピ
アノのカラオケとしてお使いいただけます。

このレッスンのまとめとしての応用曲です。
楽譜を正しく弾くだけでなく、表情豊かに
演奏できるように目指しましょう。

「Practice」を実際に何度も練
習してください。ここでわから
ないことは、前のレッスンの説
明に戻って確認しましょう。

このコーナーで特に学んでほしい目標が書いてあります。

新しい指使いを覚えましょう
親指を基準に動かすことで、メロディーをスムースに弾けるようになります。その方法を覚え、
自由に両手を動かせるようにしましょう。まず、拍子記号の種類から覚えましょう。

　4分の4拍子は、四分音符4つ分を1小節と数える拍子です。記号は分数のように4/4ですが、代わ
りにアルファベットのCと表記されることも多いです。一方、4分の3拍子は、四分音符3つ分を1小
節と数える拍子で、ワルツのように「1、2、3、1、2、3〜」という風に数えていきます。

3

4分の 4 拍子と4分の 3 拍子1

　4分の3拍子のリズム練習をしましょう。

3-1EX

① ② ③ ① ② ③

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③

① ② ③ ① ② ③

　「指かぶせ」や「指くぐり」をする時は、手の甲を高く保ち、手首やひじをひねり過ぎないようにし
ましょう。また、音の強さが極端に変わってしまわないように心がけてください。特に親指は強過ぎ
ないようにしましょう。

このテクニックを使うと演奏の幅がグンと広がりますよ上達の秘訣

10

sample.indd   10 14/03/11   16:02

このレッスンで学ぶ主な内容が書いてあり
ますので、目指す目標を確認しましょう。

弾き方の説明や楽譜の知識な
ど、覚えてほしいことが書い
てあります。

「EX（イーエックス：エクサ
サイズ）」では学習項目を実
際に体験してみましょう。

「上達の秘訣」には、弾き方をマスターす
るためのポイントが書いてあります。

1
LESSON

2
LESSON

3
LESSON

4
LESSON

5
LESSON

6
LESSON

7
LESSON

8
LESSON

9
LESSON

10
LESSON

11
LESSON

12
LESSON

13
LESSON

14
LESSON

15
LESSON

16
LESSON

17
LESSON

18
LESSON

　中央ドのように、五線から上や下にはみだす場合には、新たに線を加えていきます。その線を「加線
（かせん）」と言います。譜例はシの音の例です。上段のシには加線が使われていますね。これは下段に
書かれたシの音とまったく同じ音です。

右手で弾いてみましょう。シを弾くためには、１の指の上に２の指をかぶせるようにします。ド
ーシ、シードの動きに出てくる「指かぶせ」と「指くぐり」のテクニックを覚えましょう。

加線の音と指かぶせ、指くぐり2

3-2EX

指かぶせ

指くぐり

　音の範囲が広がってきます。繰り返し音名を言いながら、ピアノで音を出してみましょう。使う指は
どれでもOKですよ。また、つなげて弾く必要もありません。

譜読みトレーニング 2

11

sample.indd   11 14/03/11   16:02

「譜読みトレーニング」は、楽譜を速く正
しく読んで、鍵盤を弾くための練習です。
進度に関わらず復習してください。

98



指番号を覚えて指を動かしてみましょう
ピアノを弾くために、「指番号」はとても大切です。音符を覚えるよりも前にまず指番号を覚えて、
自然に指を動かせるようにしてから少しずつ楽譜の読み方を勉強していきましょう。

　最初の練習は、ピアノも楽譜もありません！
指を動かす練習から始めましょう。ピアノの基
本、まず指の番号を覚えましょう。両手とも、
親指から順番に1、2，3，4，5となっています。

1

指の名前を番号で覚えましょう1

　両手をかざして指を動かしてみましょう。まずは親指から順番に・・・

　目の前でやってみたら、今度は机の上などでタンタンタン、と音を出してたたいてみましょう。
うまくできましたか？
　次は一つ間を空ける指使いも出てきます。あせらず、ゆっくりとやってみましょう。

1-1EX

Mini Column

　ピアノを練習することによる「脳の活性化」について耳にすることがあります。ピアノの楽譜
は他の楽器のものよりも情報量が多く、左右それぞれ異なるメロディーを弾くので、それだけ脳
をよく使う、そして両手の五本の指をフルに使うことが脳細胞の刺激になっているのだとか。ま
た、一度マスターした曲を繰り返し弾いて楽しむよりも、常に新しい曲を譜読みから練習してい
くことが、脳の活性化には効果的なのだと言われています。
　でも、せっかく覚えた好きな曲は繰り返し弾き続けていきたいですよね。そして「脳トレ」効
果という副産物があるのかもしれませんが、その目的のためだけにピアノを練習するのは本末転
倒のような気がします。一方、苦労して練習したあとに、好きな曲が弾けた時の達成感や、聞い
た人に喜んでもらえた時の充実感は、メンタル面にもとても良い効果がありそうですね。

ピアノで脳の活性化

　次は、両手を同じ方向に指を動かしていきますよ！
始めはゆっくりで大丈夫です。目でしっかり確認しながらやってみましょう。

1-2EX

※ LESSON1の練習方法はYouTube でご覧になれます。
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　ピアノの鍵盤を見てみましょう。黒い鍵盤（黒
鍵）が2つ並んでいるところと3つ並んでいると
ころが交互になっていますね。2つの黒鍵のす
ぐ左がドの音です。

　下図のように鍵盤に指を置き、右手は右側に、左手は左側に向かって、順番に音を出してみましょう。

右手　ドレミファソ
左手　ドシラソファ

　では、いよいよピアノの楽譜を読んでみましょう。ピアノの楽譜はだいたい下図のように2段になっ
ていて、上段は右手、下段は左手で弾く音が書いてあります。上下2段の五線をくくったこのような楽
譜を「大譜表（だいふひょう）」と言います。5本並んでいる横線は名前の通り「五線」です。音符を入れ
る一つ一つの部屋は「小節」です。

　また、上段の譜表にあるのが「ト音記号」、下段の譜表にあるのが「ヘ音記号」です。まずこの名前を
覚えましょう。最初に出てくる「ド」の位置は、ピアノのちょうど中央あたりにある「ド」です。

1.　右手で下の音を弾いてみましょう。

2.　左手で下の音を弾いてみましょう。

指番号を動かす練習をしていれば、鍵盤の音を出すのもスムースにできたことでしょう。

鍵盤に指をのせて音を鳴らしましょう2

ピアノの楽譜と音符の位置3

1-3EX

　手の形は、甲の関節が一番高くなるように、
自然な丸みを持たせて楽に鍵盤の上に置いてく
ださい。手首が上がり過ぎないようにしましょ
う。また、親指は指先ではなく、側面で打鍵す
るようにします。

手は自然な丸みのあるフォームで上達の秘訣
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　「音符」はのばす長さ、「休符」は休む長さを表します。種類によって長さが変わります。その中から
次の4種類の音符を覚えてください。音符の下にある数字はのばす長さ（拍）です。右側に小さな点が
付いている音符は、「もとの長さの1つ半（1.5倍）の長さ」を表します。

　鍵盤の好きな音で、カウントに合わせて音を弾いてみましょう。音符と長さが頭の中でしっか
り結びつくように練習しましょう。

　音符と休符を組み合わせたリズム練習をしましょう。小さい子供に戻ったつもりで手拍子をた
たいてみてくださいね。下段の練習は、LESSON 3 で練習する４分の３拍子です。

まず覚えてほしい音符と休符4

1-4EX

1-5EX

　休符は、次の3つを覚えましょう。下段が対応する長さの音符です。

　音を読みながらピアノで音を出していきましょう。繰り返しやっているうちに楽に読めるようになっ
てきますよ。逆方向からもやってみましょう。さらに、どんどんスピード・アップしてみましょう！

譜読みトレーニング 1

1514



□ト音記号、ヘ音記号のそれぞれ5つの音を読めるようになりましたか？

□音符と指が直結して動かせるようになりましたか？

□音符と休符の長さをしっかり意識してのばしたり離したりできるようになりましたか？

Chec
k

Point

♦まず、音名を声に出して読んでみましょう。拍子を数えながらはっきり
した音を出して練習してください。

♢左右の手で１つのメロディーを弾く時は、音が切れてしまわないように
スムースにつなぎましょう。

01
CD 0：00〜

01
CD 0：14〜

1-1Practice

1-2Practice

　あら？なんだかいきなり悲しい雰囲気のメロディーですね。これは、「短調」の曲になっています。
LESSON 15で学習しますよ。指番号のとおりに弾きましょう。また、1つのメロディーにつながるよ
うに意識することも大事です。

　これは右手のみで練習します。ところどころに書いてある指番号を目安に弾いてみてください。

　手の指は、長さも太さもバラバラですよね。叩く力も必然的に異なります。親指（１）は強くなりがち、
薬指（4）、小指（5）は弱くなりがちです。これらの指の力をうまくコントロールすることによって、き
れいにそろったメロディーを演奏することができるのです。

1
　最初の付点二分音符は、3拍のばす音符でしたね。あせらずに拍子を数えながら弾きましょう。

　左手の5の指を鍛えるためのちょっとイジワル？な練習曲です。右利きの人は普段単独で動かすこと
のほとんどない指ですので、意識して大きく動かすようにしてみましょう。

　練習曲を4つやってみたところで、以下の内容がしっかりマスターできたかどうかチェックしてみて
くださいね。

01
CD 0：28〜

01
CD 0：41〜

1-3Practice

1-4Practice

指がもつれないようにしっかり押さえましょう
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　今度は実際にピアノで音を出してみましょう。両手で弾く時には「お互いに動きがつられないように」
注意してください。

　ト音記号の高いド、ヘ音記号の低いドまでの音を覚えましょう。一度に覚えるのは大変ですが、高い
ドと低いドの位置は、数えなくても読めるようにしておいてください。慣れるまでは、それぞれの「ド
のライン」を意識して覚えておくと良いでしょう。

　伴奏の音を1つ増やして2音で鳴らしてみま
しょう。より豊かな響きになりますよ。まずは
左手のポジションを右の図のように置いてくだ
さい。

　2 つの重なった音のことを「重音」と言います。左手で次の重音を押さえてみましょう。音が
ずれてしまわないように、指をそろえて鍵盤に下ろしましょう。

伴奏の第一歩！ ソの音で伴奏を付けてみましょう2 新しい音3

2 つの音で伴奏を付けてみましょう4

2-2EX

2-3EX

つられないように弾くコツは？上達の秘訣

　譜例内にマークした部分は特に、音が途切れないように注意が必要ですが、左手のソを弾き直すた
びに、どうしても一緒に音が離れてしまいやすくなります。

　練習方法としては、左手の二分音符を［四分音符+四分休符］くらいの気持ちで少し短めにしてみ
ましょう。右手がつられずにつなげて弾けるようになったら、左手のソをより長くのばすようにして
弾いてみましょう。
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05
CD

06
CD

オーケストラ伴奏付き

　19世紀前半にアメリカの作曲家ベイリーが、昔のイングランド民謡をもとに作ったフォーク・ソングと言われています。日本では「久
しき昔」「思い出」などの題名がつけられていることもあります。重音の伴奏がばらけないように注意しながら、素朴なこのメロディー
を楽しみましょう。

ロング・ロング・アゴー
Long Long Ago

Music by Thomas Haynes Bayly
2 新しい指使いを覚えましょう

親指を基準に動かすことで、メロディーをスムースに弾けるようになります。その方法を覚え、
自由に両手を動かせるようにしましょう。まず、拍子記号の種類から覚えましょう。

　4分の4拍子は、四分音符4つ分を1小節と数える拍子です。記号は分数のように4/4 ですが、代わ
りにアルファベットのCと表記されることも多いです。一方、4分の3拍子は、四分音符3つ分を1小
節と数える拍子で、ワルツのように「1、2、3、1、2、3〜」という風に数えていきます。

3

4 分の 4 拍子と 4 分の 3 拍子1

　4 分の 3 拍子のリズム練習をしましょう。

3-1EX
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　中央ドのように、五線から上や下にはみだす場合には、新たに線を加えていきます。その線を「加線
（かせん）」と言います。譜例はシの音の例です。上段のシには加線が使われていますね。これは下段に
書かれたシの音とまったく同じ音です。

　音を強く弾く、弱く弾くなどを指示するのが「強弱記号」です。「ダイナミクス」あるいは「ディナミー
ク」とも言い、楽譜の記号の中でもひんぱんに出てくるものの一つですので、ぜひ覚えてください。

　メゾ（メッツォ）はイタリア語で「中くらいの」という意味。～シモが付くと、言葉の意味を強調します。
pppは「ピアニッシッシモ」、fff は「フォルティッシッシモ」のように、「シ」が１つずつ増えていきます。

　右手で弾いてみましょう。シを弾くためには、１の指の上に２の指をかぶせるようにします。
ドーシ、シードの動きに出てくる「指かぶせ」と「指くぐり」のテクニックを覚えましょう。

加線の音と指かぶせ、指くぐり2 音の強さを表す記号3

3-2EX

　EX3-2のように、親指を軸にして「指かぶせ」
や「指くぐり」をする時は、手の甲を高く保ち、
手首やひじをひねり過ぎないようにしましょう。
また、音の強さが極端に変わってしまわないよ
うに心がけてください。特に親指は強過ぎない
ようにしましょう。

このテクニックを使うと演奏の幅がグンと広がりますよ上達の秘訣

　音の範囲が広がってきます。繰り返し音名を言いながら、ピアノで音を出してみましょう。使う指は
どれでもOKですよ。また、つなげて弾く必要もありません。

譜読みトレーニング 2

2 928



□4分の3拍子と4分の4拍子の数え方の違いを理解できましたか？

□指かぶせ、指くぐり、またポジション移動を自然な流れでできるようになりましたか？

□音符は、数えないでも読めるようになっていますか？

Chec
k

Point

　3拍子の練習曲です。右手は左手につられずに、レガートで弾くように気を付けましょう。

　これは4拍子の練習です。左手の重音は、まず1つずつ音を確認し、指使いを覚えましょう。右手は
特に、3小節目からのメロディーが途切れないように注意しましょう。

　左手の運指のトレーニングです。右手と同じように、メロディーを歌う気持ちで弾くことが大事です
よ。4分休符のところでは正しく休んで、その間に余裕をもってポジション移動しましょう。

　右手の1小節目に出てくる「指かぶせ」「指くぐり」の動きを覚えましょう。

　ヘ音記号の低い位置の音を覚えましょう。低
いドのラインを目印にしてください。

07
CD 0：00〜

07
CD 0：24〜

07
CD 0：36〜

07
CD 0：12〜

3-1Practice

3-3Practice

3-4Practice

3-2Practice

♦3拍子の曲は3拍目が長くなりやすいので、しっかり拍子を数えましょ
う。

♢指かぶせ、指くぐりなどの時に、音の大きさや長さが変わらないように
しましょう。

3

新しい音
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